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静
岡
市
共
同
ア
プ
リ

  

検
討
委
員
会
の
設
置

　

期
待
し
て
い
た
静
岡
県
タ
ク

シ
ー
協
会
静
岡
支
部
に
お
け
る

共
同
ア
プ
リ
の
検
討
委
員
会
の

設
置
が
、
11
月
12
日
の
理
事
会
で

決
ま
っ
た
。
若
手
経
営
者
を
中
心

に
委
員
の
人
選
が
進
め
ら
れ
、
リ

ー
ダ
ー
役
の
委
員
長
に
は
静
岡

ひ
か
り
タ
ク
シ
ー
の
泉
真
社
長

が
選
任
さ
れ
る
よ
う
だ
。

　

静
岡
市
全
体
の
共
同
ア
プ
リ

な
の
で
、
合
併
前
の
旧
清
水
市
の

エ
リ
ア
と
な
る
静
岡
県
タ
ク
シ

ー
協
会
清
水
支
部
に
も
検
討
委

員
会
へ
の
参
加
が
呼
び
か
け
ら

れ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
静
岡
市
共
同
ア
プ
リ
の

全
市
的
な
実
現
は
、
静
岡
市
の
タ

ク
シ
ー
業
界
に
お
け
る
地
域
全

体
最
適
配
車
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
に
繋
が
る
も
の
で
あ
り
、
利
用

者
の
利
便
性
と
タ
ク
シ
ー
事
業

の
生
産
性
の
向
上
を
も
た
ら
す

も
の
な
の
で
、
検
討
委
員
会
に
は

そ
の
活
躍
を
期
待
し
、
是
非
と
も

頑
張
っ
て
欲
し
い
と
思
う
。

  

大
い
に
参
考
に
な
っ
た

  

遠
鉄
タ
ク
シ
ー
の
導
入
事
例

11
月
24
日
、
電
脳
交
通
（
本
社

＝
徳
島
県
徳
島
市
）
に
よ
る
、
静

岡
県
浜
松
市
の
遠
鉄
タ
ク
シ
ー

に
お
け
る
ア
プ
リ
導
入
の
事
例

紹
介
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー

と
し
て
行
わ
れ
た
。
静
岡
県
タ
ク

シ
ー
協
会
静
岡
支
部
か
ら
も
、
今

後
の
共
同
ア
プ
リ
検
討
の
参
考

に
な
る
と
の
こ
と
で
、
こ
の
セ
ミ

ナ
ー
に
参
加
す
る
よ
う
加
盟
タ

ク
シ
ー
会
社
に
参
加
要
請
が
あ

っ
た
。

　

筆
者
は
、
駿
河
交
通
（
清
野
大

樹
社
長
、
静
岡
市
駿
河
区
、
19
台
）

の
顧
問
で
も
あ
る
の
で
、
こ
の
セ

ミ
ナ
ー
に
参
加
し
た
。
１
時
間
ほ

ど
の
短
時
間
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は

あ
っ
た
が
、
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
を
務

め
た
遠
鉄
タ
ク
シ
ー
常
務
取
締

役
運
行
営
業
部
長
の
榊
原
正
之

氏
の
話
は
興
味
深
く
、
非
常
に
参

考
に
な
っ
た
。

　

遠
鉄
タ
ク
シ
ー
は
、
浜
松
市
域

に
お
い
て
５
割
を
超
え
る
タ
ク

シ
ー
保
有
車
両
数
を
誇
る
地
域

の
大
手
タ
ク
シ
ー
会
社
で
、
遠
州

鉄
道
や
遠
鉄
バ
ス
な
ど
の
交
通

関
係
だ
け
で
な
く
、
デ
パ
ー
ト
や

ス
ー
パ
―
な
ど
の
商
業
施
設
、
不

動
産
部
門
な
ど
を
擁
す
る
、
地
域

コ
ン
グ
ロ
マ
リ
ッ
ト
の
タ
ク
シ

ー
部
門
で
あ
る
。

　

今
年
２
月
に
、
配
車
シ
ス
テ
ム

を
電
脳
交
通
の
も
の
に
入
れ
替

え
た
の
を
機
に
、
４
月
に
電
脳
交

通
の
配
車
ア
プ
リ
を
導
入
し
た

と
の
こ
と
。

　

同
社
は
以
前
、
全
国
展
開
す
る

配
車
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
の

ア
プ
リ
を
採
用
し
て
い
た
が
、
あ

ま
り
普
及
せ
ず
、
配
車
全
体
に
占

め
る
割
合
は
２
％
程
度
（
現
在
の

新
ア
プ
リ
は
18
％
に
増
加
）
で
あ

っ
た
。
一
方
、
営
業
回
数
全
体
の

約
７
割
が
無
線
配
車
で
あ
り
、
電

話
が
取
り
切
れ
な
い
タ
イ
ミ
ン

グ
な
ど
も
あ
っ
て
、
利
用
者
に

迷
惑
を
掛
け
る
こ
と
も
あ
っ
た

と
い
う
。
ま
た
、
以
前
の
ア
プ

リ
で
は
配
車
予
約
が
出
来
な
い

こ
と
も
あ
り
、
そ
の
解
決
の
た
め

に
、
自
社
の
独
自
ア
プ
リ
を
採
用

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

こ
の
独
自
ア
プ
リ
の
良
い
点

は
、
全
国
展
開
す
る
配
車
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
マ
ー
の
ア
プ
リ
と
は

違
い
、
ア
プ
リ
で
の
マ
ッ
チ
ン
グ

デ
ー
タ
が
配
車
室
に
入
り
、
配
車

セ
ン
タ
ー
で
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

が
効
く
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ

り
、
電
話
受
付
で
予
定
し
て
い
た

予
約
車
両
が
ア
プ
リ
配
車
に
取

ら
れ
て
し
ま
う
と
い
う
ケ
ー
ス

を
防
ぐ
こ
と
が
出
来
る
。

　

ま
た
、
セ
ミ
ナ
ー
視
聴
者
か
ら

の
質
問
で
、
利
用
者
へ
の
ア
プ
リ

の
告
知
、
普
及
は
ど
の
よ
う
に
し

て
い
る
か
と
い
う
点
に
つ
い
て

は
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
入
り
の
名
刺
サ

イ
ズ
の
配
布
カ
ー
ド
を
作
成
し
、

同
社
乗
務
員
よ
る
直
接
の
営
業

を
推
進
し
て
い
る
と
の
こ
と
だ

っ
た
。
独
自
ア
プ
リ
普
及
に
よ
る

乗
務
員
側
の
メ
リ
ッ
ト
（
利
用
者

が
迎
車
車
両
の
位
置
が
分
か
る

こ
と
に
よ
り
短
時
間
で
の
乗
車

が
可
能
に
な
る
な
ど
）
を
説
明
し

た
上
で
、
班
ご
と
の
成
績
を
競
っ

て
も
ら
い
、
商
品
券
な
ど
の
イ
ン

セ
テ
ィ
ブ
を
付
与
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
２
万
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
を

達
成
し
た
と
の
こ
と
。

　

巨
額
な
宣
伝
広
告
費
を
掛
け

な
く
て
も
、
タ
ク
シ
ー
利
用
者
に

接
す
る
乗
務
員
自
身
が
営
業
す

る
こ
と
で
、
独
自
ア
プ
リ
の
普
及

が
可
能
に
な
る
と
の
こ
と
だ
っ

た
。
ま
た
、
遠
鉄
バ
ス
に
お
い
て
、

バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム

の
利
用
が
停
止
に
な
っ
た
こ
と

を
受
け
て
、
そ
の
機
能
を
配
車
ア

プ
リ
に
組
み
込
む
こ
と
に
よ
っ

て
、
バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ

ム
の
ユ
ー
ザ
ー
約
１
万
人
が
、
こ

の
独
自
ア
プ
リ
を
使
う
よ
う
に

な
っ
た
と
の
こ
と
。
そ
う
し
た
新

た
な
機
能
を
独
自
に
付
加
で
き

る
こ
と
も
、
全
国
展
開
す
る
配
車

ア
プ
リ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
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サイ
トへ
GO
！

タクシー専門求人サイト！

９:00 から 21:00 お問い合わせ受付中 ▶▶ 0120-84-8284

運転
の仕
事 .
 jp

80％以上が未経験者からの応募！ タクシー経験のない人にも分かりやすくサイトで紹介！
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21

に
は
無
い
独
自
ア
プ
リ
の
良
い

点
で
あ
る
と
の
見
方
だ
っ
た
。

以
上
の
点
か
ら
、
静
岡
市
共
同
ア

プ
リ
の
実
現
に
向
け
て
教
訓
化

で
き
る
と
し
た
ら
、

①
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
た
ア

プ
リ
の
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
が
可

能
で
あ
る
こ
と
。

②
ア
プ
リ
の
普
及
に
は
、
巨
額
な

広
告
宣
伝
費
や
利
用
者
へ
の

ク
ー
ポ
ン
配
布
な
ど
に
よ
ら

ず
、
実
際
に
タ
ク
シ
ー
を
使
う

利
用
者
と
の
接
点
を
持
つ
乗

務
員
、
そ
し
て
各
タ
ク
シ
ー
会

社
が
営
業
地
盤
と
す
る
地
域

の
住
民
、
さ
ら
に
静
岡
市
の
行

政
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
を
活
用

し
た
、
草
の
根
の
活
動
が
必
要

で
あ
る
こ
と
。

な
ど
に
な
る
と
思
う
。

  

地
方
に
お
け
る
タ
ク
シ
ー
の

  

全
体
最
適
配
車
シ
ス
テ
ム

　

時
代
の
流
れ
と
い
う
点
で
も
、

タ
ク
シ
ー
の
注
文
シ
ス
テ
ム
は
、

ア
プ
リ
に
よ
る
利
用
者
の
直
近

の
車
両
へ
の
自
動
配
車
が
基
本

に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

　

し
か
し
当
面
の
間
、
地
方
で

は
、
電
話
に
よ
る
タ
ク
シ
ー
の
配

車
受
注
は
避
け
て
通
れ
な
い
だ

ろ
う
。
人
口
の
少
な
い
地
方
に
行

け
ば
行
く
ほ
ど
、
迎
車
率
は
高
ま

り
、
そ
の
多
く
は
電
話
に
よ
る
も

の
、
と
い
う
の
が
現
状
だ
。

　

一
方
で
、
電
話
に
よ
る
受
注
・

配
車
に
は
人
件
費
を
中
心
と
し

た
コ
ス
ト
が
掛
か
る
。
現
在
、
地

方
に
あ
る
多
く
の
タ
ク
シ
ー
会

社
で
は
、
乗
務
員
不
足
に
よ
り
配

車
対
応
が
出
来
な
い
こ
と
か
ら
、

配
車
回
数
そ
の
も
の
が
減
り
、
配

車
部
門
の
コ
ス
ト
割
れ
を
起
こ

し
て
い
る
状
況
だ
。
ま
た
、
電
話

受
け
や
配
車
と
い
う
業
務
も
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
配
車
シ
ス
テ
ム
を

使
っ
て
も
そ
れ
な
り
の
経
験
と

ス
キ
ル
を
必
要
と
し
、
ま
た
ス
ト

レ
ス
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
ス
タ

ッ
フ
の
確
保
が
非
常
に
難
し
く

な
っ
て
い
る
。

　

仮
に
配
車
ア
プ
リ
の
普
及
が

進
み
、
多
く
の
タ
ク
シ
ー
利
用
者

が
ア
プ
リ
の
自
動
配
車
を
使
用

す
る
よ
う
に
な
っ
て
も
、
電
話
受

付
を
す
べ
て
廃
止
す
る
こ
と
は

難
し
く
、
併
用
と
い
う
形
に
な
れ

ば
電
話
受
付
部
門
の
採
算
は
さ

ら
に
悪
化
す
る
。

　

こ
の
矛
盾
を
解
決
す
る
に
は
、

や
は
り
地
域
に
お
け
る
共
同
配

車
化
の
推
進
と
電
話
受
け
配
車

業
務
の
Ａ
Ｉ
に
よ
る
音
声
応
答

と
自
動
配
車
し
か
な
い
と
思
わ

れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
個
々
の
タ
ク

シ
ー
会
社
の
企
業
規
模
、
顧
客
基

盤
の
大
小
に
よ
っ
て
、
こ
の
地
域

全
体
最
適
配
車
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
へ
の
関
わ
り
の
深
浅
は
違

っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

　

あ
く
ま
で
も
自
社
の
配
車
セ

ン
タ
ー
を
維
持
し
つ
つ
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
通
じ
て
地
域
の
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
―
ム
に
関
与
し
、
配
車

効
率
の
向
上
を
図
る
会
社
も
あ

れ
ば
、
自
社
の
配
車
セ
ン
タ
ー
を

廃
し
て
、
共
同
配
車
の
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
を
活
用
し
て
、
コ
ス
ト

ダ
ウ
ン
と
実
車
率
の
向
上
を
図

る
こ
と
が
適
し
て
い
る
会
社
も

あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

私
が
代
表
理
事
を
務
め
る
現

在
の
静
岡
Ｔ
ａ
ａ
Ｓ
は
、
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
は
、
い

わ
ば
そ
の
中
間
的
な
存
在
で
、

各
社
の
配
車
セ
ン
タ
ー
を
業
務

委
託
と
い
う
形
で
維
持
し
、
少

し
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
と
少
し
の

効
率
配
車
を
実
現
し
て
い
る
段

階
と
い
え
る
。

　

今
の
と
こ
ろ
静
岡
Ｔ
ａ
ａ
Ｓ

は
、
市
内
３
社
の
タ
ク
シ
ー
会
社

か
ら
配
車
業
務
を
受
託
し
て
い

る
が
、
仮
に
こ
の
業
務
受
託
し
て

い
る
会
社
数
が
増
大
し
た
場
合
、

よ
り
共
同
配
車
的
な
運
用
を
す

る
こ
と
が
課
題
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

す
な
わ
ち
、
単
一
の
Ａ
Ｉ
音
声

に
よ
る
電
話
受
付
と
自
動
配
車
、

共
同
ア
プ
リ
の
普
及
、
ま
た
、
そ

れ
ら
に
よ
る
静
岡
Ｔ
ａ
ａ
Ｓ
の
コ

ス
ト
ダ
ウ
ン
と
業
務
受
託
料
の

低
減
、
さ
ら
に
は
Ａ
Ｉ
に
よ
る
需

要
予
測
と
タ
ク
シ
ー
供
給
の
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
に
よ
っ
て
、
実
車
時
間

率
（
実
車
時
間
の
割
合
）
を
上

げ
、
地
方
の
タ
ク
シ
ー
事
業
の
生

産
性
向
上
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

　

簡
単
で
は
な
い
が
、
個
々
の
会

社
の
実
情
を
踏
ま
え
つ
つ
、
地
域

全
体
の
最
適
配
車
と
コ
ス
ト
削

減
の
仕
組
み
を
作
り
上
げ
て
行

か
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
静
岡
Ｔ
ａ
ａ

Ｓ
に
と
っ
て
も
、
ま
ず
は
静
岡
市

共
同
ア
プ
リ
に
静
岡
市
内
に
あ

る
全
て
の
タ
ク
シ
ー
事
業
者
に

参
加
し
て
も
ら
い
、
地
域
全
体
最

適
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
―
ム
の
端

緒
を
作
る
こ
と
が
最
優
先
事
項

と
思
わ
れ
る
。

　

今
般
、
静
岡
県
タ
ク
シ
ー
協

会
静
岡
支
部
の
中
に
作
ら
れ
る

共
同
ア
プ
リ
検
討
会
が
多
く
の

タ
ク
シ
ー
事
業
者
を
巻
き
込
み
、

こ
の
地
域
全
体
最
適
の
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
創
造
の
先
頭
に
立

っ
て
も
ら
え
れ
ば
、
と
心
か
ら

思
う
。（

２
０
２
４
年
11
月
24
日
記
）


